
　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
は
、
一
九
九
四
年
日
本

の
ビ
ー
ル
工
場
と
し
て
初
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

達
成
し
た
。
一
九
九
九
年
に
は
I
S
O
1
4
0
0
1

の
認
証
を
受
け
る
な
ど
、
一
〇
〇
％
再
資
源
化
を
維

持
し
、
さ
ら
に
質
的
向
上
を
図
る
活
動
を
続
け
な
が

ら
、
大
都
市
に
立
地
す
る
環
境
モ
デ
ル
工
場
と
し
て

二
十
一
世
紀
の
社
会
で
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

経
過
と
現
状
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
の
環
境
理
念

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
は
、
ビ
ー
ル
事
業
を
は
じ
め
清

涼
飲
料
・
食
品
・
医
薬
・
ア
グ
リ
バ
イ
オ
等
の
事
業
を

展
開
し
て
い
る
が
、
原
料
と
し
て
の
水
や
農
産
物
、
酵

母
の
働
き
と
い
う
い
わ
ば
「
自
然
の
恵
み
」
に
立
脚
し

た
産
業
活
動
を
す
る
企
業
と
し
て
、
単
に
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
通
じ
て
お
客
様
の
暮
ら
し
に
貢
献
す
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
社
会
や
環
境
と
の
調
和
を
考
え
て
、

社
会
的
責
任
を
十
分
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
〝
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
は
、
「
地
球
環

境
の
保
全
」
を
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
認
識
し
、

持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
事
業
活
動
の
あ

ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、
環
境
保
全
施
策
を
内
在
化

さ
せ
た
取
り
組
み
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
く
。
〟

と
い
う
環
境
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
三
つ

の
Ｒ
」
　
（
R
e
d
u
c
e
･
R
e
u
s
e･
R
e
c
y
c
l
e
）
と
｢
二
つ
の

A
｣
(
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t･
A
u
d
i
t
）
を
基
本
的
考
え
と
し

て
、
八
つ
の
基
本
方
針
、
十
二
の
環
境
指
標
に
ブ
レ
ー

ク
ダ
ウ
ン
し
、
全
て
の
事
業
場
で
質
の
高
い
環
境
保

全
活
動
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

横
浜
工
場
の
歴
史
と
立
地
条
件

　
横
浜
工
場
は
、
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
年
）
に
ア

メ
リ
カ
人
Ｗ
・
コ
ー
プ
ラ
ン
ド
が
市
内
山
手
に
設
立

し
た
日
本
最
初
の
ビ
ー
ル
工
場
「
ス
プ
リ
ン
グ
バ

レ
ー
」
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ
ビ
ー
ル
工
場
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
（
大
正
十
五
年
）
に
現
在
地
の
鶴
見
区

生
麦
に
移
転
し
て
以
来
、
首
都
圏
に
ビ
ー
ル
を
供
給

す
る
基
幹
工
場
と
し
て
活
動
を
続
け
て
き
た
。
一
九

九
一
年
に
は
工
場
設
備
の
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
、
高
度
に
Ｆ
Ａ
化
さ
れ
た
二
十
四
時
間
型
連
続
操

業
工
場
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
そ
の
後
の
増
設

に
よ
り
現
在
で
は
、
年
産
五
十
万
Ｋ
ｌ
の
生
産
能
力

を
持
つ
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
は
最
大
、
ア
ジ
ア
で
も
屈

指
の
ビ
ー
ル
工
場
で
あ
る
。
京
浜
工
業
地
帯
に
立
地

し
、
水
質
で
は
東
京
湾
岸
条
例
、
大
気
で
は
川
崎
ぜ

ん
そ
く
対
策
と
い
っ
た
厳
し
い
公
害
規
制
を
受
け
る

だ
け
で
な
く
、
住
居
地
区
と
隣
接
す
る
と
い
う
、
環

境
対
策
の
面
で
多
大
な
制
約
条
件
を
負
っ
て
い
る
。

し
か
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
単
に
こ
れ
ら
立
地
条

件
に
対
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
住
民
も
含

め
た
「
人
に
や
さ
し
い
工
場
」
と
い
う
こ
と
も
目

標
に
掲
げ
て
新
工
場
づ
く
り
が
行
な
わ
れ
た
。
工

場
の
緑
地
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
開
放

し
、
お
客
様
が
自
由
に
立
ち
寄
り
、
工
程
を
見
学
し

な
が
ら
ビ
ー
ル
を
楽
し
む
場
所
と
し
、
現
在
は
年

間
約
四
十
万
人
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
て
い
る
。

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

　
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
で
は
、
一
九
七
三
年
各
ビ
ー
ル

工
場
に
「
副
産
物
・
廃
棄
物
処
理
委
員
会
」
を
つ

く
り
、
分
別
収
集
・
廃
棄
物
減
量
の
組
織
的
取
組

み
を
開
始
し
た
。
横
浜
工
場
で
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
契
機
に
さ
ら
に
こ
の
活
動
を
強
化
拡
大
す
る

こ
と
に
し
た
。
こ
の
当
時
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

と
い
う
考
え
方
は
ま
だ
一
般
化
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
が
、
廃
棄
物
一
〇
〇
％
再
資
源
化
の
取
り
組
み

を
開
始
し
た
。
「
人
に
や
さ
し
い
ビ
ー
ル
工
場
」

を
実
現
す
る
一
環
と
し
て
、
ま
た
八
〇
年
代
か
ら

社
会
問
題
化
し
つ
つ
あ
っ
た
空
缶
問
題
や
地
球
環

境
問
題
へ
少
し
で
も
貢
献
し
よ
う
と
い
う
想
い
が

動
機
に
な
っ
て
い
る
。

４

横
浜
工
場
か
ら
で
る
副
産
物
・
廃
棄
物
と

そ
の
再
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用
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横
浜
工
場
で
発
生
す
る
副
産
物
・
廃
棄
物
の
総
量

は
二
〇
〇
〇
年
で
約
七
万
九
千
ｔ
で
あ
っ
た
。
こ
れ

に
は
、
工
程
各
所
か
ら
出
る
廃
棄
物
と
従
業
員
の
活

動
に
伴
う
一
般
事
業
系
廃
棄
物
が
含
ま
れ
る
。
ペ
ー

ジ
下
の
図
に
工
程
毎
に
排
出
さ
れ
る
物
を
示
し
た

が
、
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
量
的
に
は
、
仕
込
み

工
程
で
発
生
す
る
モ
ル
ト
フ
ィ
ー
ド
（
ビ
ー
ル
粕
）

が
六
万
九
百
十
五
ｔ
で
全
体
の
八
〇
％
近
く
を
占
め

る
が
、
余
剰
汚
泥
（
五
千
二
百
十
八
ｔ
）
、
ガ
ラ
ス

く
ず
（
八
千
四
百
九
十
七
ｔ
）
、
け
い
そ
う
土
ス
ラ

ッ
ジ
（
千
八
十
八
ｔ
）
、
余
剰
酵
母
（
千
百
十
五
ｔ
）
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ビ
ー
ル
箱
（
千
二
十
八
ｔ
）
、
そ
の

他
に
な
っ
て
い
る
。

　
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
め
ざ
し
た
当
時
、
こ
れ
ら

排
出
物
の
う
ち
七
〇
％
以
上
を
占
め
る
ビ
ー
ル
粕
は

再
資
源
化
ル
ー
ト
が
出
来
て
い
た
た
め
、
廃
棄
物
へ

の
取
り
組
み
を
強
化
し
た
た
け
で
九
五
％
の
再
資
源

化
率
は
比
較
的
容
易
に
達
成
で
き
た
。
し
か
し
、
残

り
の
五
％
を
ゼ
ロ
に
す
る
の
が
大
変
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
廃
棄
物
を
し
っ
か
り
分
別
し
た
上
で
材
質
・
特

性
に
応
じ
て
一
つ
ず
つ
有
効
利
用
先
の
開
拓
や
技
術

開
発
を
進
め
た
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
三
年
を
要
し

た
。
一
九
九
二
年
当
時
、
再
資
源
化
で
き
て
い
な
か

っ
た
の
は
、
排
水
麦
粕
（
百
五
十
ｔ
）
、
け
い
そ
う

土
ス
ラ
ッ
ジ
（
千
五
百
ｔ
）
、
余
剰
生
汚
泥
（
二
千

古
、
上
水
ス
ラ
ッ
ジ
（
四
百
ｔ
）
、
廃
棄
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類
（
百
七
十
ｔ
）
、
焼
却
灰
（
百
ｔ
）
、
廃
油

（
十
ｔ
）
、
古
蛍
光
管
・
乾
電
池
（
六
百
㎏
）
な
ど
だ

っ
た
。
こ
れ
ら
が
現
在
ど
の
よ
う
に
再
利
用
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
は
図
の
下
方
に
示
し
た
。
ビ
ー
ル

粕
を
使
っ
た
き
の
こ
培
地
・
飼
料
、
ビ
ー
ル
酵
母
を

使
っ
た
健
康
食
品
・
飼
料
等
の
用
途
開
発
や
ビ
ー
ル

壜
・
缶
の
軽
量
化
な
ど
は
自
社
研
究
所
の
成
果
た

が
、
廃
棄
物
の
再
資
源
化
は
自
前
た
け
で
す
べ
て
出

来
る
も
の
で
は
な
い
。
他
分
野
の
産
業
に
活
用
し
て

も
ら
う
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。
そ
の
点
で
は
様
々
な

企
業
が
集
積
立
地
し
て
い
る
横
浜
は
恵
ま
れ
た
条
件

に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
パ
ー
ト
ナ
ー

と
仕
事
を
進
め
る
場
合
、
活
用
の
方
向
性
を
整
理
す

る
と
共
に
、
再
資
源
化
側
の
条
件
や
ニ
ー
ズ
、
運

搬
・
保
管
条
件
等
も
十
分
確
認
し
、
相
互
の
信
頼
関

係
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
最
初
は
比
較

的
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
か
ら
出
発
し
て
、
順
次
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

や
リ
ユ
ー
ス
へ
変
換
し
て
い
く
こ
と
も
有
効
で
あ
る

と
思
う
。

５

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る

仕
組
み

　
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
達
成
す
る
よ
り
維
持
す

る
こ
と
の
ほ
う
が
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
単
な

る
イ
ベ
ン
ト
的
な
取
組
み
に
す
る
の
で
な
く
、
品
質

向
上
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
取
組
み
と
同
様
、
工
場
の

経
営
活
動
に
し
っ
か
り
組
込
む
こ
と
が
重
要
た
。
そ

の
管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
四
つ
の
Ｍ
、
M
a
s
h
i
n
e
s
（
設

備
）
、
M
a
t
e
r
i
a
l
s

（
材
質
）
、
M
e
c
h
a
m
s
u
m
（
仕
組
み
）
、

M
a
n
p
o
w
e
r
（
人
）
の
要
素
か
ら
ポ
イ
ン
ト
を
整
理

す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
い
う
内
部
環

境
監
査
の
よ
う
な
考
え
方
で
効
果
や
仕
組
み
そ
の
も

の
を
評
価
し
、
新
た
な
目
標
設
定
を
図
り
、
レ
ベ
ル

向
上
を
図
る
こ
と
が
肝
心
た
。
一
九
九
九
年
に
Ｉ
Ｓ

Ｏ
1
4
0
0
1
認
証
を
受
け
た
の
は
、
こ
う
し
た
考

え
に
よ
っ
て
い
る
。

今
後
の
展
開

　
資
源
・
工
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
や
廃
棄
物

排
出
抑
制
、
適
正
処
理
、
再
資
源
化
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
に
、
社
員
の
教
育
研
修
、
設
備
改
善
、

新
た
な
用
途
・
再
利
用
技
術
の
開
発
等
に
積
極
的

に
取
組
み
、
そ
の
質
的
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
良
い
ビ
ー
ル
を
造
る
た
め
に
は
良
い
水

が
必
須
条
件
で
あ
る
。
現
在
、
横
浜
工
場
で
は
一

日
に
約
一
万
三
千
ｔ
の
水
を
使
用
し
て
い
る
が
、

亘
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
横
浜
の
良
い
水
の
恩
恵

を
享
受
し
て
き
た
。
こ
の
良
質
な
水
を
守
る
た
め

に
、
排
水
の
水
質
浄
化
の
ほ
か
に
、
処
理
水
再
利

用
の
拡
大
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
水
源
地
で
あ

る
丹
沢
で
森
を
つ
く
る
活
動
へ
参
加
す
る
こ
と
な

ど
も
積
極
的
に
進
め
て
い
る
。

五
十
年
後
、
百
年
後
も
横
浜
の
地
で
お
い
し
い

ビ
ー
ル
造
り
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
は
工
場

内
部
の
取
組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
と
連

携
し
た
環
境
保
全
活
動
へ
の
視
点
を
持
ち
な
が

ら
、
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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